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1．デ ィ ス カ ッ シ ョ ン セ ッ シ ョ ン の 主旨

　柳 澤 委 員 長 よ り委 員 会 の 設 立 経 緯 と改 正 の 主 旨 に つ い

て 以 ドの 説明 が あ っ た 。

　現行 の
「日本統

一
土質分類法 」 は ， 昭和48年 に 学会基

準 と して 制定 され た もの を基 本 と して ， 平成 2年 に 改訂

され た もの で あ る。平成 3 年度
「土 の 工 学的分類 と判別

に 関す る研 究 委 員会 」 が 設 立 さ れ，さ らに 平 成 6年 度 か

ら
「
上 の 工 学的分類方法改正 委員会 」 が 設置 され て

， 新

しい 土 質分 類 基 準案 の 作成 が 行 わ れ て きた 。 こ の 検討 に

あた り，工 学的地盤分類や 土 質柱状図 の 記載方法の 必要

性 が 議論 され ，同 時 に こ れ ら の 試 案 の 作成 を行 うこ と と

な っ た。地 盤 分 類 や 記載方法 に つ い て は ，使 用 の 目的や

適 用 性 な ど に多様性 が あ り ， 統
一

的 な体 系 に ま とめ る こ

とは 困難な面 もあ る。しか し，現段階 に お い て 試案 の 形

で ま とめ られ れば ，今後 の 地盤 工 学 の 発展 に寄与 で きる

もの と考 え，急遽取 D ま とめ た もの で あ る。こ の セ ッ シ

ョ ン で は ， 地盤工 学会基準
「
地盤材料 の 工 学的分類方法

（日本統
一上 質分 類法 〔案）」，「土 質柱 状 図記載要領試

案 」 お よび
「
地形地質 に よ る工 学的地盤分類法試案 」 に

つ い て 案文 を提 示 し，会員 の 意見 を聴 く こ と と し た。

　委員会 の 活動 に 終 始 ご 協力 い た だ い た，委員 お よび 幹

事諸氏 に 深 甚 の 感 謝 の 意 を 表 して お き た い 。

2．日本 統
一

土質分 類法 改正 案の 要 旨

　今 回の 基 準改正 案 は
「現 行 基 準の 精 神

・
体系 をで き る

だ け 踏 襲 しつ つ ，基 準 の 簡潔化，一
般慣 用 語 との 整 合性

を図 り，か つ 近年 の 地 盤 工 学分野の 対象の 広 が りを包含

で きる 基準 を目指す。』 と の 基本方針 の も とに ま とめ た

が，そ の 内 容 は，主 に 以 下 の 5項 目に 大別 さ れ，当委員

会 の 中村幹事，末 岡委員が パ ネ リ ス トと して そ の 概要 を

紹 介 した。

　 1） 分類方 法 の 基本 思想 を明 確化 した 。→ 1）粗 粒 土

〔質量構成比 で 分 類〕 と細粒 土 〔塑性 図上 で分類〕の 分

類法 の 違 い を明 記。2）「
ま じ り」

「
質 」 の 使 い 方 ル

ー
ル

の 統
一。3）規格 ・基準 に ない 試 験法 を条文 か ら除外。

　2） 適 用 範 囲 を拡 大 し た。→ 1） 「土 」 か ら 「地 盤 材

料 」
へ 。2）75mm 以上 の 岩石 質材料 の 休系付 け。3）人

工 材料 （廃棄物 ， 改良土 ， 等）の 含有。

　3） 簡潔化 した。→1）分類体系を
「
大分類」

「
中分類」

「
小分 類 」 の 三 っ の 分 類 区分 に 整 理。2）細 粒 土 の シ ル ト

粘 上 の 区 分 は 塑 性 図 の A 線 で 行 い ，〔C
厂H ） は 削 除。

　4） 機械的分類法化 ：1）粗粒 土 は礫分 ・砂分 ・細粒分

4

の 質量 混 合 比 で機械的に 分 類 。 2）粗 粒 土 用 の 2種 類 （中

分類
・
小分類） の 三 角座標 の 活用。

　5） 一
般 慣 用 語 （現 場 呼 称 土 質名，等 ）との 整 合 性 を

図 っ た 。→ 1） 「
粘性 土 」

「
砂 質土 」

「
礫質 土 」 の 再定義。

2）粘質土 の 呼 び 名 を廃止。3）中砂 の 新設。4）「きれ い 」

「よ い
」

「わ る い
」 と い う表 記 の 廃 止 ， 5）か っ こ 記号

〔 〕｛　 ｝（ ）の 適用法 の 見直 し。

　次 に フ ロ ア か らの 主 な 意 見 を 以 下 に 紹 介す る。

　諸 戸 （八 戸 工 業大学） は ，OHP を用 い て 液性 限界 が

50％ 以 下 の 火 山 灰 質 粘 性 土 は，含 水 比 は 低 い が 土 工 的

に 扱 い に くい 材料 が 多く，また，砂質土 に 分類 されて し

ま うこ と も あ る。火 山灰質粘 性 土 の 小 分 類 に 低液 i生限 界

（VL ） が 新設 さ れ た こ と を支持 す る 旨の 意見 を述 べ た 。

　三 笠 （大 阪 市大名誉教授〉か らは ， 粗 粒 土 と細 粒 土 と

の 境 界 を50％ と して い る こ との 見直 し と，土 質名 と し

て 中砂 とい う表現 もで きる こ と を付記して欲 しい との 意

見が 出 され た 。福 田 （大阪土 質 試験 所）は ，あ く まで も

土 質工 学的利用 の 面か ら， 材料 の 物性 と分類 との 対応付

け が で きる こ とが 重 要 で あ る こ と，簡潔性 とい うわ りに

は 粗粒 土 の 小分類 は 現行基準 よ り も細分化 され て い る こ

と を指摘 し た、諏 訪 （人 阪 上 質 試 験 所）か ら は，中分 類

を基 本分 類 と して 土 質柱状図 の 表記 に 用 い るの は 土 をイ

メージ で き な い の で 反 対 ， 塑性 図 に つ い て は 液性 限 界 の

レ ベ ル に よ っ て 土 の 物性 と対応する こ とを検討 して は と

の 提 言 が あ っ た。渡 辺 仲 央開発   〉か ら は，粘 ．ヒと シ

ル トは 塑 性 図上 で 分類す るの で ある か ら，粒径区分 と呼

び 名 は，粘 土 ・シ ル トの 表記 をや め て は ど うか ， 大 分類

の うち土 質材料 区分 で 高有機質 土 の 記号 が Om と な っ て

い るが，有機質 土 〔0〕 と区別す る た め，Ptm と は で き

な い か ，と の 提 案が あ っ た。

　 こ れ らの 意見 は 委員会 に 持 ち か え り検討す る こ と と し

た。

3．土質柱状 図 の 記載 方法 に つ い て

　試案 の 目的 と 内容 に つ い て，板橋委員か ら以下 の 説明

が あ っ た。

　地 盤 に か か わ る 設 計 を行 う際 に は，土 質柱 状 図 に基 づ

き地 盤構 造を推定す るが ，こ の 土 質柱状図 に は ， 地質調

査技 師 や 地 盤 技術者に よ る 種 々 の 情報が 記載 さ れ て い る。

地 盤 調査 に 関連するば らつ きや誤差 な どの 原因 に は，1）

地 盤 そ の も の が 本来持 っ て い る固 有 の ば らつ き，2）情報

不 足 や 情報 の 伝 達不 足，3）個 人 誤 差 な どが 考 え られ る。

こ の うち2＞と3）の 原因 に基づ くば らつ きを最小化す る こ
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とが 必 要 に な る。そ の た め，土質柱状 図の 記載に 関 して，

あ る程 度 の 標準化 が 望 まれ る。も し も，土 質柱状 図 の 記

載項 目や 内 容，方法 な どが 標 準 化 さ れ れ ば ， 客観的 で 正

確な情報 が 伝達 で きる こ と，土 質柱状 図の 品質を均
一に

で き る こ とな ど の 利点 が 生 まれ る。

　こ うした 観 点 に 基 づ き，  目本建 設情報総合セ ン タ
ー

や 側）全国地 質調査業協会連合会な ど で は，種 々 の 土 質柱

状図記載要領，マ ニ ュ ア ル な ど の 公 表 ， 地 盤 調 査 技 師 の

指導 な どの 努力が なされて い る。一
方，地盤 工 学会 で は，

土 質試験 法，地 盤 調査法 そ の 他 の 学会出版 物 に土 質柱

状 図 の 記載 に 関 して 散見 さ れ る もの の 標 準 的 な 方法 は 示

さ れ て は い な い
。 そ こ で ， 現 状 を考慮 して

，
k 質柱状図

の 記載項 日と その 内容 に 関す る 試案 を提案 した 。

　土質柱 状 図 の 記載 に 関連 して最 も個 人誤差 の 入 りやす

い 項 目は ，各 地層の 土 質名 と そ の 観察記事で あ ワ，そ の

標 準化 が 望 まれ る、土 質 名 は， 日本統
一

土 質 分 類法 （改

正 案） の 中分類 （基本分類）を用 い る こ と を提案 した。

ま た ， 観察記事 に は，色調，水分状況，地下水の 有無，

締ま り具合，体積構造，混 入 物 （貝 殻，有機物，火山灰

な ど） の 種 類 と状 況，臭気，掘進中 の 状況 な ど を記載す

る こ と を提 案 し，会 員 諸 氏 の 意 見 を うか が っ た。

　フ ロ ア か らは，次 の ような意見 が あ っ た。、1）デ
ータ シ

ー トの t 質名は ， 現場土質名か 統
一

土 質分類名 か が 分か

らな い 場合 が あ るの で ，土 質名の 欄 を 2欄設 け た 方が よ

い 。2）中 分 類 （基 本 分 類 ） の 土 質名 で は，土 の イ メ
ー

ジ

が 湧 きに くい 。ま た，現 状 で は 実際 に ボーリン グ な ど を

行 っ て も土質試験をして分類を行 うような調査事例 の 方

が 少 な い の で，現場 土 質名の 方が よ い の で は な い か。3）

細砂，粗砂 な ど も土 質名 に 入 れ て は ど うか 。

4．地形地 質に よ る 地盤分 類に つ い て

　試案の 目的お よ び具体的 な 内容 に つ い て ， 島委員 より

以下 の ような説明 が あ っ た。

　経 験年数の 多い
， 熟達 した 技術者 が 汎用的 に使 っ て い

る
「
現場踏 査 の 技術 」 を，分 業 化 の 進 ん だ 現 代 の 仕 組 み

に 合 うよ うに シ ス テ ム 化 し ， 経験年数 の 少 ない 技術者 が

活用 で きる こ と を目標 と し て，こ の 地 盤 分 類 試 案は作成

され て い る。特 に，建設工 学 L問題 となるような地 盤条

件 は ，多くの 場合，地 形 に 現 れ て お り，こ れ を判読す る

こ とに よ っ て
，

地 盤の 性質 と工 学 Lの 問題 点 をあ らか じ

め 指摘す る こ とが 可能で あ る
1）、こ の 経 験 則 を活か して，

社会施設 の 企 画
・
計画

・
設計

・
施 工 ・

管理 ・調 査 な ど に
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不可欠な地盤情報 を発見 し，判別
・
分類す る シ ス テ ム が

地 盤 分 類 試 案 で あ る。

　判別
・分 類 の 主 な 手 法 は ，1）問 題 とな る地 盤 の 分 布 を

空 中写 真 判 読 （地 形 判読）で 明 らか に し， 2）そ の 確 か さ

を地形地 質踏査 （現地 踏査 ）に よ っ て 検証
・確認 す る ，

3）こ の 成果 を地図に 明 示 して ま と め る （一匚学的地 形 地 質

図 の 作成 ） な ど で あ る。話 題 提 供 と して，地 盤 分 類 試 案

の 主 旨や 三 角末端 面 （断層 地 形 の
一

つ ）・ケ ス タ 地 形 ・

地 すべ り ・工 学的 地 形 地質図 な ど の 事例 が簡単 に 説明 さ

れ，デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に 入 っ た 。

　会場 か ら の 意見は，次 の 3点 に 要約され る。1）地盤調

査 な ど の 成果 は 内容や 用 語 な ど が ま ち ま ち で あ り，エ ン

ドユ ーザーと し て は 戸 惑 うこ とが 多い 。こ の 視点 か らも

有意義 な 試案 で あ るが ，応 用 地 質学会や 地 質学会 な ど で

意志統
一

して い た だ くこ とが 先決 で は な い か ，2）試案 の

適 用 範囲に 陸 上 部 の 自然地 盤 とあ るが ， 海底部 や 浚渫部

な ど も含 め るべ きで は ない か ，陸 L部や 自然 と い っ た 言

葉 は い ら な い の で は な い か ， 3）熟練 した 技術者との 表現

が 試案 に あ るが その 具体 的なイ メー
ジ は 何か ，な どで あ

る。

　 こ れ らに 対 しパ ネ リ ス トか ら，次 の 意 見が 述 べ られ た 。

1）に つ い て は ， 会 員 の ニ ーズ に 応 え る こ と
，

「会員 の た

め に 」 が 学会 として の 第
一

義 で あ る 。 地 盤 工 学会の 会員

に は社会施設の 計画 ・設計 ・施 工 ・管理 ・調査 に か か わ

っ て い る 技術者 が 多い 。地 盤 分 類 試 案 は こ れ ら の エ ン ド

ユ
ー

ザ ーの 立 場 で 作成 した 。地 質学会や 応用 地質学会 は ，

それ ぞれ の 分 野 に お け る先端的 な こ とに関心 が 高い
。 そ

の ため か ，工 学 の 基礎的な試案 の ような動向 は ない 。関

連 学 会 と手 を携え て 進 め られ れ ば 有 り難 い 。2）に つ い て

は，試案 を使 っ て い た だ き，技術的 に 可能な 時期 に な れ

ば ， 試案 を修 正 し発 展 させ れ ば よ い 。3）につ い て は，技

術力を経験年数 で 言うの は お か し い が，現地 踏査 の 能力

を鍛 え た 10年 選 手の イ メ
ー

ジ で あ る。

　 こ の 分類試案 は，と りわ け 防災対応 の 基 本資料 と し て，

阪神 大 震災 で も再 認 識 さ れ た
「
社 会基盤 の 多重化 」 や

「
災害対 応 の 強 化 」 な ど，災 害 の 軽 減 に 貢 献 で き よ う。
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